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ご参考 

２０２２年１月１８日 

東レ株式会社 

 

「東麗膜科技(佛山)有限公司（TMFC）」で水処理膜製品の初出荷式を開催 
 

東レ株式会社（本社：東京都中央区、代表取締役社長：日覺昭廣、以下「東レ」）は、

2019 年に設立した水処理膜製品の製造会社「東麗膜科技(佛山)有限公司」（本社：中国・

佛山市、社長：関 隆志、以下：TMFC）で生産を開始し、１月１７日に逆浸透(RO)膜の初出

荷式を開催しました。 

 初出荷式へは、来賓として、佛山市南海区経済促進局・夏泽鴻局長や南海区九江鎮・

周子健副鎮長にご臨席賜り、水処理業界のお客様や、東麗（中国）投資有限公司（本社：

中国・上海市、略称「TCH」）首藤董事長や高副総経理をはじめとする東レグループ関係

者など、総勢 68 名が出席しました。 

 

近年、中国における水処理膜の需要は、海水淡水化、工場排水処理、超純水製造等の

各分野で急拡大しています。東レは中国に RO 膜製品の製造とすべての水処理膜製品の

販売会社である「藍星東麗膜科技（北京）有限公司」（本社：中国・北京市、略称「TBMC」）

の他、MBR 製品の製造会社である「万邦達東麗膜科技（江蘇）有限公司」（本社：中国・塩

城市、略称「TWMT」）を有しており、これまで多様な水処理膜を供給することで、中国の水

環境改善、水不足問題の解決へ貢献してきました。 

今回の TMFC 立ち上げにより、中国での RO 膜の生産能力を増強し、TBMC との強固

な協力関係の下、中国における水処理事業の拡大を加速してまいります。 

 

東レは、2050 年に目指す世界を示した「東レグループ サステナビリティ・ビジョン」や、

持続的かつ健全な成長の実現に向けた長期経営ビジョン“TORAY VISION 2030”の中で、

安全な水の提供を東レグループが取り組むべき課題として掲げています。今後も、水処理

事業をグローバルに展開していくことで、世界有数の総合水処理膜メーカーとして、水資

源問題解決への貢献を目指してまいります。 
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＜TMFC 工場外観＞ 

 

＜初出荷式での納品書への署名＞ 

 
 

＜TMFC 概要＞ 

1. 名称    ： 東麗膜科技(佛山)有限公司 

英語名：Toray Membrane (Foshan) Co.,Ltd 略称：TMFC 

2. 事業内容 ： 水処理膜、水処理膜製品の製造 

およびこれらに関連する技術開発・技術サービス 

3. 所在地 ： 中国・広東省佛山市南海区 

以 上 

 

 

＜本件に関するお問い合わせ先＞ 

東レ株式会社 広報室 （東京）TEL：03-3245-5179 （大阪）TEL：06-7688-3085 
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添付 
 

＜東麗(中国)投資有限公司 首藤董事長 初出荷式でのご挨拶要旨＞ 

2022 年 1 月 17 日（月）  

 

東レは 1926 年創業以来、一貫して「社会への奉仕」を存立の基礎とし、先端材料を創出

することで、新しい価値を創造し、社会に貢献してきました。2018 年に策定した「東レグル

ープサステナビリティ・ビジョン」では、2050 年に向け「誰もが安全な水・空気を利用し、自

然環境が回復した世界」を目指すと宣言しました。水不足、水質汚染が世界的な課題とな

る 2050 年に向け、東レグループでは、海水淡水化、廃水処理用途を中心に世界最先端

の技術開発に取り組み、安全な水の確保や水不足の解消、環境負荷の低減に取り組んで

まいります。 

東レは中国において、2009 年に水処理膜の製造・販売会社「TBMC」を北京に設立し、

以来、水処理市場で高いシェアを維持しています。近年、環境規制が急ピッチで進む中

国市場へ対応するため、2019 年に佛山市に「TMFC」を設立しました。多様化する水処理

膜の需要に応え、サステナブルな社会を実現する上で重要な役割を果たしてくれることを

期待しています。 

2020 年から世界経済はコロナ禍の影響を大きく受けていますが、中長期的には水処理

膜需要拡大のトレンドに変化はないと思います。一方、市場競争は激化することが予想さ

れ、その中で、北京・佛山２拠点での生産・販売体制の下、強固に連携しながら中国現地

顧客や取引先などと共創し、強靭なサプライチェーンを構築してまいります。 

 

＜東レ（株）大谷専務執行役員 水処理・環境事業本部長  

初出荷式でのビデオメッセージ要旨＞ 

2022 年 1 月 17 日（月） 

 

東レは中国において、2009 年の TBMC 設立以降、世界トップの品質を持つ逆浸透膜を

生産し、水処理事業を展開してまいりました。工業化の進展により急増している中国の水

需要に応えるとともに、省エネと CO2 排出量削減にも貢献できていることを光栄に思いま

す。 

近年の旺盛な水処理膜需要に対応し、中国の環境改善に一層貢献するため、東レは

中国における第二の水処理膜生産拠点として、2019 年 6 月に東麗膜科技(佛山)有限公

司（TMFC）を佛山に設立しました。関係者の努力で工場建設が順調に完成され、本日、

TMFC 製品の初出荷式を迎える運びとなりました。新たに TMFC からも、東レの優れた先

端技術による水処理膜製品を中国のお客様に提供することで、中国の環境改善とカーボ

ンニュートラル達成に貢献し続けたいと考えています。 

東レはこれまで、数多くの中国水処理高度化のプロジェクトに水処理膜製品を納入して

まいりました。本日初出荷するお客様をはじめ、多くの中国企業の皆様が東レの水処理膜

の技術力、信頼性を高く信頼して下さっていることに対し、心から御礼を申し上げます。ぜ

ひ今後も、皆様とのチームワークで地球環境の改善に繋いでいきたいと思います。 

以上 


